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株式会社ティティエヌコーポレーション クアプラザピリカ 安全報告書 
 

「今金町ピリカスキー場」 

 

（ピリカ第１リフト、固定循環式特殊索道） 

 

２０２５年１月〜２０２５年１２月版 

 

 

１、利用者の皆様へ 

 

当社の索道事業に対して、日頃のご利用とご理解を賜り、誠にありがとうございます。 

当社は、経営理念の第一に「安全の確保」を揚げ、法令の遵守とともに安全輸送に努めております。 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取組みや安全の実態について、自ら

振り返るとともに広くご理解いただくために公表するものです。 

皆様からの声に耳を傾け輸送の安全に役立てたく、積極的なご意見を頂戴できれば幸いです。 

 

 

株式会社ティティエヌコーポレーション 

代表取締役   吉 武 知 沙 

 

 

２、基本方針と安全目標 

 

（１）基本方針 

  安全第一の意識をもって事業活動を行える体制の整備とともに、索道施設及び従業員を総合活用

して輸送の安全を確保するための管理の方針を具体的に定めるものとする。 

 

１． 一致協力して輸送の安全の確保に努めること。 

２． 輸送の安全に関する法令及び索道運転取扱基準、整備基準、本規程をよく理解するとともにこ

れを遵守し、厳正、忠実に職務を遂行すること。 

３． 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めること。 

４． 職務の実施に当たり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のあるときは最も安全と思われる

取り扱いに努めること。 

５． 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切な処置を

とること。 

６． 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保すること。 

７． 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦すること。 
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（２）安全目標 

索道輸送安全目標（令和７年）は次表のとおりです。令和７年度は現在索道運転事故（人身傷害事故）

の発生はなく、引き続き従業員一同、安全意識の向上を掲げ、目標達成に向けて取り組む所存です。 

 

項      目 内       容 

設備不都合による事故 

シーズン前の整備強化（年次計画及び点検結果による

更新等）及び日常点検の強化により、設備不具合による

事故発生件数０をめざす。 

人身障害事故 

教育により、ヒューマンエラー（人為的ミス）及び索道業務

全般のマンネリ化を防止し、利用者に目配りをした上で

のより良い業務方法を常に考え改革実行する事で、人身

傷害事故０をめざす。 

災害事故 
気象情報収集に一層努め、安全第一を念頭に置いた

適切な運行等の判断を行い、災害事故０をめざす。 

 

３、事故等の発生状況とその再発防止措置 

   

（１） 索道運転事故の発生状況 

２０２５年度の発生はありませんでした 

 

（２） インシデント（事故の兆候）の発生状況 

２０２５年度の発生はありませんでした 

 

（３） 災害の発生状況 

令和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 強風の為 １４：００で営業中止 

令和 ７ 年 ２ 月 １８ 日 大雪の為 ９：００から営業開始 
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４、輸送の安全確保のための取組み 

 

（１）人材教育 

当社では、輸送や皆さまの安全に役立つよう、シーズン営業開始前に施設及び取扱についての安全

教育を実施しています。 

 

（２）緊急時対応訓練 

毎年、シーズン営業開始前及びシーズン中は１ケ月毎に救助訓練を実施しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 救助訓練 〉 

 

（３）安全のための投資と支出 

安全の維持・向上のため、営業再開前にメンテナンスを実施し、必要に応じて修繕または消耗品の交

換を実施しています。 

また、営業終了後の施設確認をして、次期整備計画を立案いたします。 

令和３年度には、停電等でリフトが停止した際に稼働し、短時間で乗客の救助が可能となるリフト予備 

原動装置の設置を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 リフト予備原動装置 〉 
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５、当社の安全管理体制 

代表取締役社長をトップとする安全管理組織を構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

また、安全管理規程を設け、日々の業務に反映させています。 

 

代表取締役社長 

  

安全統括管理者 

  

索道技術管理者 

  

索道技術管理員 

 

 

代表取締役社長； 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

安全統括管理者； 索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

索道技術管理者； 安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施設の保守の管理その他の

技術上の事項に関する業務を統括管理する。 

索道技術管理員； 索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務を補助する。 

 

６、利用者の皆さまの連携とお願い 

 

（１）「お客様の声をかたちにしています」 

より安全で信頼される索道をつくるため、皆さまからお寄せいただいた声を役立てています。 

・ スキー場利用者からのヒヤリ、ハット情報を随時受け付けています。 

・ 付帯施設（レストハウス）利用者の利便性を考え改善をしています。 

（天候情報、スキー場混雑情報等の掲示板設置） 

 

（２）「令和８年度運営方針へのご理解、ご協力のお願い」 

① 令和７年度同様に、キッズパークを設置させていただきます。引き続き利用者相互 

のご理解をお願い致します。 

② 当社招聘事業としてコースの貸し切りを行う場合がございます。 

③ 各種イベントおよび大会開催の為、コースの規制等を行う場合がございます。 

ご不便な点もございますが、何卒ご理解、ご協力をお願い致します。 

 

（３）リフト乗車時の注意事項 

① 乗り方に慣れないお客様は、係員にそのことを申し出て下さい。 

② 空き缶・タバコの吸殻・その他の物品を、乗っているリフトから投げ捨てないで下さい。 
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③ 搬器から飛び降りたり、搬器を揺らさないで下さい。 

④ 衣服・携帯品・髪の毛などが、搬器に巻き付かないように注意して下さい。 

⑤ 改札後は係員の指示に従って下さい。 

 

７、ご連絡先 

〒０４９－４１５１ 

北海道瀬棚郡今金町字美利河２０５番地の１ 

株式会社ティティエヌコーポレーション  今金町ピリカスキー場 

ＴＥＬ: ０１３７－８３－７１１１ 

ＦＡＸ: ０１３７－８３－７１６３ 

HP:    https://www.kurplazapirika.net/ 

Email: info@kurplazapirika.net 

 


